
●令和 3 年度  

１．学会発表・講演会 

（１）結城奈美、安達晶子：ナルデメジンの導入時期によるオピオイド誘発性便秘症への影響，第 14 回 

日本緩和医療薬学会【ＷＥＢ】，ＬＩＶＥ配信 2021.5 

（２）池村真衣香、吉原正和、鈴木知則、楠見彰宏：ステロイド服用中のニューモシスチス肺炎予防にお 

けるスルファメトキサゾール・トリメトプリム合剤の使用状況，第 51 回日本病院薬剤師会関東ブ 

ロック学術大会【ＷＥＢ】，2021.8 

（３）伊藤和、池村真衣香、吉原正和、鈴木知則、楠見彰宏：利尿剤とＳＧＬＴ２阻害薬の併用が腎機能 

に及ぼす影響，第 31 回日本医療薬学会年会【ＷＥＢ】ポスター発表，2021.10 

（４）長谷川晃一、鶴岡翔太：中等度以上のＣＯＶＩＤ19 治療における remdesivir を key drug としたレ 

ジメンの評価，第 69 回日本化学療法学会西日本支部総会【ＷＥＢ】，2021.11 

（５）間宮伸幸：がんの曝露対策，Essential Seminar Neo 2021 日本臨床腫瘍薬学会主催 講師 オンデマ 

ンド，2021.9 

（６）間宮伸幸：当院における連携充実加算の取り組み，第 6 回県央薬剤師力 Web セミナー，2022.2 

（７）樋口芙蓉子：薬剤師外来についての施設報告，プレアボイドフォーラム東京 2022，2022.3 

（８）間宮伸幸、有野徹：第 2 回外来がん化学療法の質向上を考える会（保険薬局薬剤師向け）講師， 

2022.3 

 

２．雑誌掲載等 

（１）間宮伸幸：免疫チェックポイント阻害薬による副作用 1 型糖尿病，がん薬物療法の支持療法マニ 

ュアル(南江堂) 共著 

（２）有野徹、楠見彰宏：外来がん化学療法における薬剤師の連携強化～連携充実加算算定の取り組み 

～，薬事新報 第 3222 号 臨時増刊，2021.10.10 


